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温
泉
街
の
再
生
を
目
指
す

新
し
い
官
民
連
携
の
形

　

山
口
県
の
北
部
に
位
置
し
、
約
６
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
長
門
湯
本
温
泉
。
こ
の

温
泉
地
で
今
、
過
去
に
例
を
見
な
い
官
民

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

「
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ

く
り
計
画
」は
、
長
門
市
と
星

野
リ
ゾ
ー
ト
の
協
働
に
よ
っ
て

温
泉
地
の
再
生
を
目
指
す
試
み

だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
大

の
特
徴
が
、
温
泉
街
再
生
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
基
本
戦
略
を
定
め
た

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
、
長
門
市

と
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が
協
働
で
策

定
し
た
こ
と
に
あ
る
。
日
本
を

代
表
す
る
リ
ゾ
ー
ト
運
営
会
社

と
し
て
知
ら
れ
る
同
社
だ
が
、
自
治
体
か

ら
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
受
託
す
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
だ
。

　

２
０
１
６
年
６
月
に
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が

長
門
市
に
提
案
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

長
門
湯
本
温
泉
が
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
と

そ
の
道
筋
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
同
プ

ラ
ン
で
は
観
光
経
済
新
聞
社
に
よ
る
『
に

っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
』で
10
位
以
内

に
入
る
人
気
温
泉
地
に
成
長
す
る
こ
と
を

具
体
的
な
目
標
と
し
て
設
定
。
目
標
達
成

の
た
め
に
必
要
な
要
素
と
し
て
図
２
の
６

要
素
を
抽
出
し
、
長
門
湯
本
温
泉
の
持
つ

地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

６
要
素
を
温
泉
街
に
落
と
し
込
ん
だ
配
置

計
画
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
多

岐
に
及
ぶ
が
、
主
に
温
泉
街
の
中
心
を
流

れ
る
音
信
川
周
辺
の
回
遊
性
を
高
め
る
、

“
面
的
”な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
だ
っ

た
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
８
月
、
同
プ
ラ

ン
は
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
長
門

市
の
行
政
計
画
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

行
政
・
事
業
者
・
地
域
一
丸
で

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
実
行

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
後
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
図
３
の
よ
う
に
官
民
が
一
丸
と
な
っ

た
チ
ー
ム
体
制
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ふ
た
つ
の
会
議

体
（
推
進
会
議
、
デ
ザ
イ
ン
会
議
）を
中

心
に
計
画
が
実
行
さ
れ
た
。
主
に
重
要
な

意
思
決
定
を
行
う
た
め
に
行
わ
れ
る
推
進

会
議
は
、
委
員
長
を
務
め
る
長
門
市
長
や
、

星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表
の
星
野
佳
路
さ
ん
、

地
元
の
古
刹
大
寧
寺
の
代
表
役
員
の
岩
田

啓
靖
さ
ん
な
ど
、
行
政
・
事
業
者
・
地
域

を
代
表
す
る
９
名
で
構
成
。
一
方
、
推
進

会
議
に
具
体
的
な
整
備
計
画
な
ど
を
提
案

す
る
デ
ザ
イ
ン
会
議
に
は
都
市
計
画
の
専

門
家
で
「
司
令
塔
」を
務
め
た
「
有
限
会

社
ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
プ
ラ
ン
」代
表
取
締
役

の
泉
英
明
さ
ん
を
中
心
に
、
建
築
や
金
融
、

交
通
な
ど
の
各
分
野
か
ら
集
ま
っ
た
11
名

の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
力
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
７
年
の
９
月
に
は
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
社
会
実
験
（
①
河

川
空
間
の
活
用
、
②
交
通
再
編
、
③
夜
間

照
明
の
検
証
）が
行
わ
れ
、
２
０
１
８
年

３
月
に
は
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ

れ
る
な
ど
、
各
所
の
整
備
計
画
や
地
域
の

合
意
形
成
も
順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ

し
て
、
２
０
２
０
年
３
月
に
は
「
星
野
リ

ゾ
ー
ト　

界 

長
門
」、
立
ち
寄
り
湯
「
恩

湯
」な
ど
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
。「
長
門
湯

本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
」に
お
け

る
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
、
概
ね
完
了
し
た
。

　

官
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、

温
泉
街
全
体
の
大
胆
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
「
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち

づ
く
り
計
画
」は
、
こ
の
先
ど
の
よ
う
な

成
果
を
生
み
出
す
の
か
。
そ
の
動
向
か
ら

し
ば
ら
く
目
が
離
せ
な
い
。
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遊休資産を
地域の

ユニークネスに
変えろ！

表1	 長門湯本温泉
	 観光まちづくり計画の
	 タイムライン

長門湯本温泉観光まちづくり計画

星野リゾートが描いたマスタープランを軸に
行政・観光事業者・地元の人々 が連携

官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
生
み
出
す

観
光
体
験
の
次
な
る
一
手

国
や
自
治
体
が
所
有
す
る
遊
休
資
産
を
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
に
変
え
る
た
め
に
、

民
間
事
業
者
の“
ア
イ
デ
ア
”や“
稼
ぐ
力
”を
活
用
す
る
試
み
が
増
え
て
い
る
。

今
回
は
、
官
民
連
携
を
通
じ
て
新
た
な
観
光
資
源
を
生
み
出
し
た
２
つ
の
事
例
を
紹
介
。

こ
れ
か
ら
の
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
や
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
。

図2	 魅力的な温泉街が有する
	 ６つの要素

図3  官民連携の推進チームを構築

図1 観光まちづくりによる課題解決のアプローチ

官 民公共性
公平性

差別化
新規性

行政のメリット
①民間資本、ノウハウ、	
　人材の活用
②サービスの質向上
③コストパフォーマンスの向上

官民パートナーシップによる観光まちづくり

維持管理コストの負担・景観の破壊・雇用の減少
遊休資産の課題

例：ホテル・旅館・料亭・保養所・酒蔵・
古民家・百貨店・廃校・キャンプ場・工場など

民間事業者の狙い
①ユニークな地域体験の創出
②地域一帯の魅力向上による
　集客増
③地域住民、地元事業者からの
　理解・協力

３月12日に「星野リゾート　界 
長門」が開業。前日のプレス
発表会には、江原市長や星野
佳路代表など、プロジェクト
のキーマンが集まった

2014年1月 老舗ホテル廃業
2016年1月 長門市から星野リゾートに

温泉街再生のためのマスタ
ープランを委託

6月 星野リゾートによるマスター
プランの最終報告会開催。
長門市に提出

8月 長門市が長門湯本温泉観
光まちづくり計画を策定

2017年5月 第一回長門湯本温泉観光ま
ちづくり推進会議開催

9月 社会実験実施（河川空間活
用、交通再編、夜間照明の
検証）

2018年3月 長門湯本温泉景観ガイドラ
イン策定

2019年7月 湯本温泉全旅館の連名で、
温泉街の持続的な発展のた
めの要望書を長門市に提出

12月 長門市税条例を改正し、入
湯税の引き上げ、景観インフ
ラ整備のための基金条例を
制定

2020年3月 エリアマネジメント法人「長
門湯本温泉まち株式会社」
設立

「星野リゾート　界 長門」
開業
公共整備完了、温泉街全面
リニューアルオープン、全国
初となる温泉街全体での照
明の調光制御開始

5月 まち開き

風呂
（外湯）

そぞろ歩き
（回遊性） 食べ歩き

絵になる
場所

文化
体験

休む・佇む
空間

地域

事業者 専門家

行政

司令塔

「長門湯本温泉観光まちづくり計画」で発表さ
れた、温泉街エリアの配置図。（長門市発表
資料より引用）
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星野リゾートにマスタープランを委託するという決断の背景には、
長門市の危機感があった。長門湯本温泉の宿泊者数は、1983
年の約39万人から2014年の約18万人と半減。同年には、温
泉街の中心に位置していた創業150年の老舗ホテルが倒産。そ
んな状況を変えるために当時の大西倉雄市長が強いリーダーシ
ップを発揮し、星野リゾートの誘致に動いた。「マスタープランを
都市計画コンサルではなく星
野リゾートに頼むことに疑問
の声も上がりました。ただ、
良い計画をすることが目的で
はなく、一緒にプランを実現
していけるパートナーであるこ
とが大切。その観点から、星
野リゾートにお願いしました」
と長門市やきとり課の松岡裕
史さんは話す。

リノベーションが進むと、温泉街はどうなるのか。より理想的な
まちづくりのためには何が必要なのか。そんな疑問を検証するた
めに、社会実験が行われたことも同プロジェクトのポイント。
2017年9月16日〜10月9日に行われた社会実験では、音信川・
大寧寺川に川床を設置する「河川空間の活用」、公共空間のラ
イトアップなどを通じて夜のそぞろ
歩きの雰囲気を再現する「夜間景
観の演出」、道路の一部を歩行者
専用にしてそぞろ歩きしやすくする

「交通機能再編による空間活用」
の３つの社会実験を実施。資料
やパースだけでは伝わらない“リノ
ベーション後”の温泉街を体感す
ることで、市民の間に理解や計画
への期待が現れたという。

持続的なまちづくりを行うために、エリアマネジメント法人「長門
湯本温泉まち株式会社」を設立したことも同プロジェクトの特
長だ。「長門湯本温泉まち株式会社」は、「湯本温泉旅館協同組
合」と立ち寄り湯「恩湯」の運営を行う「長門湯守株式会社」、「長
門湯本オソト活用協議会」の出資から成り立っており、長門市か
ら投入される入湯税や自主事業による収入を財源に活動する。

「いわゆるDMOのように対外的なマーケティングやコンテンツ発
信を行うと同時に、地域の暮らしに関わりながらエリアマネジメ
ントをしていきます」とは、同社でエリアマネージャーを務める木
村隼斗さん。観光まちづくり計画で定めた「人気温泉地ランキン
グトップ10」に入ることはもちろん、旅館の収益性の向上や地
域で行われる新規事業の増加、さらには温泉街で働く人や暮ら
す人の生活満足度の向上を目指して、さまざまな活動を行ってい
く予定だという。

官民連携のコツとは？
官民のキーマンに聞く
column

前市長からプロジェクトを引き継ぎ、
まちづくりを進めた長門市の江原達
也市長

「星野リゾート　界 長門」。
宿泊客以外も利用できる「あ
けぼのカフェ」を備えるなど、
地域に対して開かれているこ
とも大きな特長だ

立ち寄り湯の「恩湯」前の広場から駐車場に向かって続く「竹林の階段」も
フォトジェニックな新名所

「マスタープランから一貫性を持ってプロジ
ェクトが進んでいるので、『星野リゾート　
界 長門』だけが地域から浮くことがない。
温泉街全体を楽しむためにどんな提案が
できるか、スタッフ一同わくわくしています」

星野リゾート
界 長門  
総支配人
三保裕司さん

「プロジェクトを進めるためには、地元の
人々 への丁寧なコミュニケーションが必要。
その点で頑張ることは、私たち行政の役
割だと思います。また、専門家に思い切っ
て任せることの大切さも、今回のプロジェ
クトで実感しました」

長門市やきとり課
課長補佐
松岡裕史さん

先進事例に学ぶ、官民連携4つのポイント

4 1

2

ポイント ポイント

ポイント

観光まちづくりの水先案内人となる
エリアマネジメント法人を設立

地域衰退の危機感が
行政の決断力を生んだ

地域の社会実験を通じて
観光まちづくり計画を“見える化”

プロジェクト推進の中心を担ったのが、専門家チームで構成され
た「デザイン会議」だ。まちづくりの企画や設計、合意形成を専
門とする「有限会社ハートビートプラン」代表取締役の泉英明さ
んが“司令塔”として旗振り役を務め、その周囲に建築、ランド
スケープ、照明、交通などの専門家や、長門市の建設部などの
メンバーが集まっている。たとえば、山口フィナンシャルグルー
プの一員である株式会社YMFG ZONEプラニングは、地方創
生に特化した金融面の専門家として「デザイン会議」に参加し、
同プロジェクトに関連する事業の助言や支援を実施。ひとつひ
とつ細やかに事業性を判断しながら進めることで、プロジェクト
のファイナンスの健全性が保たれた。このように、各メンバーが
専門領域を担当しながら連携していた。また、長門市長や星野
代表を含めた関係者が、積極的に専門家の意見を取り入れてい
たことも、プロジェクトが円滑に進んだ要因だ。

3ポイント

照明計画からファイナンスまで
専門家の知見を活かす
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長門湯本温泉観光まちづくり計画

図4	 エリアマネジメント法人
	 長門湯本温泉まち株式会社の役割

DM
（ディスティネーション
マネジメント）機能
□エリアマーケティング
□対観光客情報発信
□コンテンツ企画

ローカル
デベロッパー機能
□不動産事業
  （空き家活用・公共空間
　マネジメント・景観）
□事業者誘致事業
□駐車場事業

地域深耕機能
□地域事業者支援事業
□ちょいバイトちょい飲み
□地域課題解決
  （旅館を核にした
　働き方改革など）

ブランディング
マーケティング意識喚起価値付け

情報発信

コンテンツ
街普請商品企画

来訪者

観光
事業者／
温泉街

事業環境社会実験

新規事業者

不動産
オーナー／
地域事業者

関係人口

温泉街／
川

共感づくり参加の
仕組み

エリアマネジメント法人
入湯税による収入・自主事業による収入で運営

「熱い思いを持って私たちを誘致してくれた長
門市のみなさんをはじめ専門家や地元の
方々が本気でコミットしてくれたことが本プロ
ジェクトの成功の要因だと思います。温泉街
の集客は、『星野リゾート　界 長門』の集客
にもつながります。今後はエリアマネジメント
法人と一緒にプロモーションや地域の魅力
アップにつながる施策を行っていきたいです」

星野リゾート
国内企画開発部
プロジェクト
マネージャー
石井芳明さん

温泉街の中心に位置する雁木
広場は、地域の人々や旅行者の
憩いの場として機能する親水空
間だ
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 ″
民
〟な
ら
で
の
企
画
力
で

半
休
眠
状
態
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
再
生

　

全
国
に
は
管
理
が
行
き
届
か
ず
、
有
効

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
キ
ャ
ン
プ
場
が
数

多
く
あ
る
。
上
信
越
高
原
国
定
公
園
内
の

国
有
林
に
位
置
し
、
１
９
７
１
年
か
ら
運

営
さ
れ
て
き
た「
軽
井
沢
野
営
場
」も
、
か

つ
て
は
そ
ん
な
場
所
だ
っ
た
。
林
野
庁
か

ら
国
有
林
の
管
理
運
営
を
委
託
さ
れ
た
軽

井
沢
町
が
、
品
川
区
キ
ャ
ン
プ
協
会
に
再

委
託
す
る
形
で
運
営
さ
れ
て
い
た
同
キ
ャ

ン
プ
場
は
、
真
夏
の
約
１
ヶ
月
間
の
み
開

場
。
年
間
の
利
用
者
数
は
１
０
０
０
人
ほ

ど
だ
っ
た
と
い
う
。

 

「
軽
井
沢
野
営
場
」が
、
新
た
な
一
歩
を
歩

み
始
め
た
の
は
２
０
１
４
年
。
こ
の
年
、

国
有
林
の
運
営
管
理
者
が
、
軽
井
沢
町
か

ら
民
間
事
業
者
に
移
行
。
翌
年
３
月
に
、

ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト「
ラ
イ
ジ
ン
グ
フ

ィ
ー
ル
ド
軽
井
沢
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
巨

大
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
や
約
１
０
０
名

が
利
用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
の
充

実
し
た
設
備
を
備
え
る
同
施
設
は
、
口
コ

ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
徐
々
に
話
題
と
な
り
、
昨

シ
ー
ズ
ン
に
は
年
間
３
万
人
以
上
の
入
場

者
を
記
録
す
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。

 

「
ラ
イ
ジ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
軽
井
沢
」の
躍

進
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
明
確

で
シ
ャ
ー
プ
な
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
だ
。

 

「
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
と
称
し
て
は
い

レ
ン
ジ
』な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
。

法
人
向
け
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
好
評
で
、
近
年
は

Ｂ
to
Ｂ
の
需
要
も
増
加
。
平
日
の
稼
働
率

向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
。

熱
い
思
い
＋
ロ
ジ
ッ
ク
で

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
む

　

と
は
い
え「
ラ
イ
ジ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

軽
井
沢
」実
現
ま
で
の
道
の
り
は
平
坦
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
町
が
担
っ
て
い
た

国
有
林
の
管
理
運
営
を
、
一
民
間
事
業
者

へ
と
移
管
す
る
の
は
異
例
の
こ
と
。
そ
れ

だ
け
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
当
初
か
ら
、

森
さ
ん
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
話
し

合
い
を
何
度
も
重
ね
て
き
た
。

 

「
軽
井
沢
町
は
も
ち
ろ
ん
、
霞
が
関
の
林

野
庁
や
環
境
省
な
ど
に
も
お
邪
魔
し
、
企

画
書
を
片
手
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

や
想
い
を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
国

有
林
野
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に

『
広
く
国
民
が
利
用
で
き
る
』ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
組
み
込
む
こ

と
を
意
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
合

意
形
成
も
必
要
な
の
で
、
地
元
の
経
済
界

の
人
々
を
は
じ
め
多
く
の
方
に『
子
供
た

ち
の
生
き
る
力
を
高
め
る
場
づ
く
り
を
し

た
い
』こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
企
画
書
を
渡

し
た
人
の
数
は
、
２
０
０
人
を
超
え
る
と

思
い
ま
す
」と
森
さ
ん
。
こ
の
活
動
が
功
を

ま
す
が
、
私
た
ち
の
コ
ア
は
教
育
事
業
。

自
然
体
験
を
通
じ
て『
子
供
た
ち
の
生
き

る
力
を
高
め
る
』『
家
族
の
絆
を
深
め
る
』

『
人
・
組
織
の
可
能
性
を
切
り
拓
く
』こ
と

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
」と
は
、

同
社
の
代
表
を
務
め
る
森
和
成
さ
ん
。
ア

ク
セ
ン
チ
ュ
ア
で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

る
な
ど
、
長
年
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
人
材
育
成
の
領
域
で
活
躍
し
て
き

た
同
氏
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
い
う
空
間
を

人
や
組
織
の“
学
び
”の
場
と
捉
え
、
そ
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
ハ
ー
ド
面
や
ソ
フ
ト
面
に

落
と
し
込
む
。
た
と
え
ば
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

施
設
は
、
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら

自
己
肯
定
感
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
、

１
ｍ
〜
８
ｍ
の
５
階
層
の
高
さ
を
設
定
。

小
さ
な
子
供
で
も
少
し
ず
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
け
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
週
末
に
は
家
族
で
協
力
し
て
ミ
ッ
シ

ョ
ン
達
成
を
目
指
す『
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ャ

奏
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
す
る
人
は

増
加
。
現
設
備
の
ベ
ー
ス
も
、
森
さ
ん
が

敬
愛
す
る
K
・
M
さ
ん
に
よ
る
開
発
資
金

面
の
応
援
が
あ
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。

　

地
域
の
行
政
や
地
元
の
人
々
と
の
関
係

性
構
築
に
力
を
入
れ
る
こ
と
も「
ラ
イ
ジ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
軽
井
沢
」の
特
長
だ
。
た

と
え
ば
、
同
施
設
は
軽
井
沢
町
民
に
無
料

で
開
放
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
学
校
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
協
力
。
ま
た
、

軽
井
沢
町
や
有
識
者
と「
運
営
協
議
会
」を

立
ち
上
げ
、
活
動
方
針
や
計
画
な
ど
を
共

有
す
る
場
と
し
て
活
用
す
る
。

 

「
こ
の
森
は
も
と
も
と
30
年
に
亘
っ
て
軽

井
沢
町
の
共
有
資
産
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
場
所
で
す
。
一
民
間
企
業
と
し
て
の
思

い
だ
け
で
突
き
進
む
の
で
は
な
く
、
空
間

も
情
報
も
で
き
る
だ
け
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

活
動
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
。
そ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を
構
築

す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

国
、
町
、
事
業
者
、
地
域
。
異
な
る
立

場
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
建
設
的
に
関

わ
り
合
え
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
も
、

同
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
だ
。 プロジェクト開始当初の様子。代表の森さんによる手

づくりの施設整備が進められた

02事 例 研 究

ライジングフィールド軽井沢

明確なコンセプトを原動力に官民が連携！
国有林を活用した“学べる”アウトドアリゾート

ライジングフィールド
代表取締役社長
森 和成さん

図5  ライジングフィールド運営協議会の構成

ライジング
フィールド軽井沢
代表取締役、役員

有識者
自然体験活動、

自然保護活動等の
分野

軽井沢町
関係所管組織責任者

＝観光経済課長

ライジングフィールド軽井沢　DATA

軽井沢駅北口から車で10分ほどに位置する
アウトドアリゾート。自然体験を通じて「子供
たちの生きる力を高める」「家族の絆を深め
る」「人・組織の可能性を切り拓く」ことをミッ
ションに掲げ、10万坪もの広大な敷地に多
彩なキャンプサイトやアスレチック施設などが
点在する。一般ユーザー向けのキャンプ場と
してはもちろん、法人向けの企業研修や人材
開発、組織開発プログラムなども展開。長
野県白馬市には同様のコンセプトを持つ『ライ
ジングフィールド白馬』がある。
☎0267-41-6889　
長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉2129
www.rising-field.com
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先進事例に学ぶ、官民連携3つのポイント

02事 例 研 究

ライジングフィールド軽井沢

自然体験活動を通じて、子供たちの生きる力を高めたい―――。
そんなブレないビジョンこそが「ライジングフィールド軽井沢」の
活動の軸にある。「さまざまな立場の方に仲間になってもらうた
めには、『これがやりたい』という“想い”を伝え、共感してもらう
ことが大切だと思います」と森さん。“民”として“官”と付き合う
上でのコツを訊ねると「担当者の異動で共有してきた“想い”が分
断されることがある。だからこそ、常にパッションを当てに行く
ことを大切にしています」という言葉が返ってきた。

海外の観光都市戦略をはじめ、
インバウンドや地域開発に関する
調査・研究を行う

「ライジングフィールド軽井沢」、「軽井沢町」、「有識者（大学教
授など）」の３者で構成される運営協議会を設置し、活動方針や
予算管理状況を共有することも同事例の特徴のひとつだ。「ステ
ークホルダーに対する配慮ということもあり、協議会を作ってい
ます。林野庁にとって一民間企業に国有林を任せるのはリスキー
ですが、協議会が有ることである程度の透明性や公共性が担保
される。また、軽井沢町にとっても、町民から『ライジングフィー
ルド軽井沢』についての問い合わせがあった際に、きちんと説
明できるようになります。民間事業者として行政と連携していく
ためには、彼らが困らないような状況・仕組みを作ることも大切
だと思います」と森さんは話す。

1

2

ポイント

ポイント

ぶれないビジョンこそが
すべての行動指針の原点となる

事業者・行政・有識者による
運営協議会の設置

官民連携の形として「指定管理者制度」もあるが、同事例の場合、
民間事業者の柔軟性・スピード感は大きな利点。「ビジネスは生
き物ですから、状況が変わったら料金設定を含めて柔軟に変更
していかなければいけない。そのため、所有でも受託でもなく、
この土地を“借りる”という形態をとっています」と森さん。まず
はシンプルに“民”に託し、協議会などを通じて連携していく。そ
んな関係性が、これからさらに増えていくのかもしれない。

3ポイント

“民”の柔軟性やスピード感を
最大限に活かす

地域への影響は？
官民のキーマンに聞く
column

リーンスタートアップ
とは

column

「町が管理運営していたときは、夏季の１ヶ月のみの開場で
したが『ライジングフィールド軽井沢』が管理運営するように
なって、通年営業されている。そのことが一番のメリット。
また、軽井沢の新たなアクティビティスポットとして、地域
住民はもとより、観光客のニーズに応えていただいておりま
す。さらに、ワーケーションを取り入れるなど、積極的な事
業展開をされていることも地域住民、事業者の刺激になって
いると感じています」

軽井沢町  観光経済課  課長
中山 茂さん

じゃらんリサーチセンター
客員研究員

幸田泰尚

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
策
定
に
お
い

て
は
実
施
主
体
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

無
く
行
政
主
導
で
行
っ
た
場
合
、
ユ
ー
ザ

ー
視
点
が
不
足
し「
総
花
的
な
絵
に
描
い

た
餅
」と
な
り
や
す
い
。
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
や
新
た
な
国
内
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
場
合
は
地
域
外
で
得
た
知
見
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
民

間
事
業
者
、
い
わ
ゆ
る“
よ
そ
者
”の
活
用

が
鍵
だ
。
今
回
紹
介
し
た
事
例
で
は
実
施

主
体
で
あ
る
民
間
事
業
者
が
計
画
段
階
か

ら
圧
倒
的
な
ユ
ー
ザ
ー
視
点
で
コ
ン
セ
プ

ト
を
策
定
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
行
政
や

住
民
へ
浸
透
す
る
こ
と
で
関
係
者
全
員
が

他
人
ゴ
ト
か
ら
自
分
ゴ
ト
化
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
実
現
に
至
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
は

関
係
者
が
多
岐
に
渡
る
た
め
、
気
を
遣
う

こ
と
が
多
く
着
地
点
が
予
測
で
き
な
い
ま

ま
頓
挫
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
ま
た
自
治

体
の
総
合
計
画
や
公
式
の
協
議
体
に
お
い

て
は
方
針
レ
ベ
ル
の
総
論
は
賛
成
さ
れ
る

一
方
で
、
施
策
の
具
体
と
な
る
と
反
対
意

見
が
続
出
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
後
を
絶

た
な
い
。
関
係
者
の
合
意
形
成
に
お
い
て

は
こ
の
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
を
超
え
て
い
く

こ
と
が
官
民
連
携
の
命
題
と
な
る
。

総
論
賛
成
・
各
論
反
対
の

ジ
レ
ン
マ
に
効
く

 ″
社
会
実
験
〟と
い
う
処
方
箋

　

長
門
市
の
取
り
組
み
で
は“
社
会
実
験
”

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
地
域
住
民
と
の

合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
照
明
計
画
を
施
行
す
る
決
定

の
前
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
仮
設
で
竹

林
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
街
路
に
蝋
燭
を

灯
す
実
験
を
実
施
。
美
し
く
照
ら
し
出
さ

れ
た
夜
の
街
並
み
を
見
て「
こ
れ
だ
っ
た

ら
孫
と
一
緒
に
夜
も
散
歩
し
て
み
た
い
な
」

と
そ
れ
ま
で
賛
否
が
分
か
れ
て
い
た
議
論

が
一
歩
前
に
進
ん
だ
と
い
う
。

　

誰
し
も「
変
え
る
こ
と
」に
対
し
て
恐
れ

や
不
安
は
抱
く
も
の
。
ま
た
専
門
家
が
作

っ
た
絵
や
数
字
の
効
果
予
測
だ
け
で
は
人

の
心
は
な
か
な
か
動
か
な
い
。“
社
会
実
験
”

で
は
具
体
的
に
目
指
す
姿
の
イ
メ
ー
ジ
を

関
係
者
に
体
感
し
て
も
ら
え
た
こ
と
が
合

意
形
成
の
成
否
を
分
け
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
実
際
の

ユ
ー
ザ
ー
に
晒
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

意
思
決
定
の
精
度
を
上
げ
る
と
と
も
に
関

係
者
の
合
意
形
成
を
同
時
に
図
る
手
法
を

“
リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
”と
い
う
。
こ

れ
は
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
開
発
に
お
い

て
素
早
く
改
善
点
を
特
定
し
、
無
駄
な
リ

ソ
ー
ス
投
下
を
防
ぐ
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
手
法
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
の
開
発
を

伴
う
遊
休
資
産
の
再
生
プ
ロ
セ
ス
に
こ
の

手
法
を
応
用
し
た
場
合
、
そ
の
効
果
は
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ソ
フ
ト
開
発
の
場
合
よ
り
む

し
ろ
高
い
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
施
設
や
景
観
の
整
備
は
不
可
逆
、
つ

ま
り
一
度
建
て
た
ら
す
ぐ
に
は
後
に
戻
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
建
設
後
に
想
定
通
り

の
成
果
が
得
ら
れ
ず
使
わ
れ
な
い
ハ
コ
と

な
れ
ば
、
ま
た
将
来
の
遊
休
資
産
を
生
み

出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

 

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」、
複
雑
な
課
題

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
シ
ン
プ
ル
な“
見

え
る
化
”が
功
を
奏
す
る
の
で
は
な
い
か
。

考察
成
否
の
鍵
は“
合
意
形
成
”に
あ
り

自
分
ゴ
ト
化
さ
れ
た
主
体
と
一
緒
に
作
る

ユ
ー
ザ
ー
視
点
の
開
発
プ
ロ
セ
ス

シリコンバレー発祥の起業の
方法論。コストをかけずにア
イデアの仮説を検証できる最
低限の機能を持った試作品
を顧客に提供し、反応を観
察することで市場に受け入れ
られるか判断をする開発手法。

実施主体のコミットが
無く、ユーザー視点が
不足

ユーザー視点のビジョ
ンが各主体に浸透

ビジョンが浸透せず、
総論賛成・各論反対に
なりがち

社会実験による見える
化で各主体の自分ゴト
化が促進

官民連携
による

社会実験

Before

After
仮説

学習

計測意思
決定

担 当 研 究 員 より

官民パートナーシップによる
観光まちづくりの開発プロセス

行政

行政 民間
事業者

民間
事業者

地域
住民

連携

分断

計画主体 実施主体


